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新規周波数帯における共用検討に対する当社意見

3株式会社KDDI

 WRC-19議題1.13候補周波数帯及び4.9-5.0GHz
周波数共用に係る検討結果を基に、共用に向けた条件を議論していくことが必要
なお、40.0GHz以降の周波数帯について、 3GPPで議論が開始されていることから、あわせて共用検
討を行うことが適切と考える

 2.3GHz帯及び2.6GHz帯
調査検討結果を踏まえ、周波数の有効利用に資する利用方策に関する議論が必要

周波数帯 共用検討対象システム 同一／隣接 共用検討状況

4.9～5.0GHz 5GHz無線アクセスシステム 同一 今後の共用検討実施が必要

26.6～27.0GHz

固定無線アクセスシステム 同一 同一周波数帯で共用を行うには、運用エリアの地理的な
棲み分けが可能か判断が必要

衛星間通信 同一 基地局の設置状況を管理することで共用可能

地球探査衛星業務／宇宙研究業務
（宇宙から地球） 同一 陸上移動局が地球局に及ぼす干渉電力について、改めて

の評価が必要

39.5～40.0GHz 無線アクセスシステム 隣接 共用検討結果の整理が必要

「次回割当て」に向けて共用検討の結果整理及び実施が必要
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Society 5.0で実現する社会

5株式会社KDDI

ビッグデータ、AIの活用により日本全国の社会課題を解決
Society 5.0の実現には5Gが必要不可欠

内閣府 Society 5.0 「科学技術イノベーションが拓く 新たな社会」説明資料を一部改変



5Gを利用したサービス例

6株式会社KDDI

はたらく
ドローン

Level4 自動運転車両
による交通手段の確保

「5G」を活用した
除雪車の運行支援



5Gエリアの展開イメージ

7株式会社KDDI

5Gを利用したサービスを全国にくまなく提供するため
面的なエリアカバーが可能な既存周波数のNR化が必須となる

大都市部 都市部 郊外部 ルーラル・山間部

：3.7GHz/4.5GHz帯 ：28GHz帯 ：既存周波数



5G NRの仕様について

8株式会社KDDI

LTE-Advanced (FDD/TDD) 3GPP 5G NR仕様

周波数の許容偏差
基地局 ± (0.05ppm＋12Hz)以内など LTE/LTE-Aを満足 (以下、「満足」と記載)

移動局 ± (0.1ppm＋15Hz)以内 満足

スペクトラムマスク 基地局/移動局 別表 満足

スプリアス領域における不要発射の強度 基地局/移動局 別表 満足

隣接チャネル漏えい電力 基地局/移動局 別表 満足

占有周波数帯幅の許容値 基地局/移動局 別表 満足

最大空中線電力及び空中線電力の許容偏差 基地局/移動局 別表 満足

送信オフ時電力 基地局/移動局 別表 満足

送信相互変調特性 基地局/移動局 別表 満足

3GPP 5G NR仕様は、LTE Advanced方式 (FDD/TDD) の
技術的条件を満足しており、新たな共用検討は不要と考えられる
当社が保有するすべての帯域（700MHz帯、800MHz帯、1.5GHz帯、1.7GHz帯、2GHz帯、3.5GHz
帯）について以下のとおり確認済み

関連の3GPP仕様
基地局：TS38.104, TS38.141-1
移動局：TS38.101-1, TS38.521-1



（参考）周波数の許容偏差

9株式会社KDDI

LTE-A方式 (FDD) LTE-A方式 (TDD) 3GPP 5G NR仕様

基地局
① ± (0.05ppm+12Hz) 以内
② ± (0.1ppm+12Hz) 以内
③ ± (0.25ppm+12Hz) 以内

① ± (0.05ppm+12Hz) 以内
② ± (0.1ppm+12Hz) 以内
③ ± (0.25ppm+12Hz) 以内

① ± (0.05ppm+12Hz) 以内
② ± (0.1ppm+12Hz) 以内
③ ± (0.25ppm+12Hz) 以内

移動局 ± (0.1ppm+15Hz) 以内 ± (0.1ppm+15Hz) 以内 ± (0.1 PPM + 15 Hz)

【補足1】“LTE方式 (FDD)”は700MHz/800MHz/900MHz/1.5GHz/1.7GHz/2GHz帯、“LTE-A方式(TDD)” は
3.5GHz帯に対する技術的条件であることをそれぞれ示す

【補足2】①～③はそれぞれ最大送信出力が、①24dBmより大きい基地局、②24dBm以下、③20dBm以下、の
基地局に対する技術的条件であることを示す



（参考）スプリアス領域における不要発射の強度

10株式会社KDDI

LTE-A方式 (FDD) LTE-A方式 (TDD) 3GPP 5G NR仕様

基地局

移動局

Spurious
frequency range

Basic 
limit

Measurement 
bandwidth

9 kHz – 150 kHz

-13dBm

1 kHz
150 kHz – 30 MHz 10 kHz 
30 MHz – 1 GHz 100 kHz

1 GHz   12.75 GHz 1 MHz

Frequency 
Range

Max. 
Level

Measurement 
bandwidth

9 kHz ≤ f < 150 kHz -36 dBm 1 kHz 
150 kHz ≤ f < 30 MHz -36 dBm 10 kHz 

30 MHz ≤ f < 1000 MHz -36 dBm 100 kHz
1 GHz ≤ f < 12.75 GHz -30 dBm 1 MHz



（参考）隣接チャネル漏えい電力

11株式会社KDDI

LTE-A方式 (FDD) LTE-A方式 (TDD) 3GPP 5G NR仕様

基地局

移動局

※ 10MHzシステムを代表例で記載

(4GHz以下の場合)



（参考）スペクトラムマスク

12株式会社KDDI

LTE-A方式 (FDD) LTE-A方式 (TDD) 3GPP 5G NR仕様

基地局

移動局

(1GHz以上の場合) (3GHz以下の場合)



（参考）占有周波数帯幅の許容値

13株式会社KDDI

LTE方式 (FDD) LTE-A方式 (TDD) 3GPP 5G NR仕様

基地局
5MHzシステム: 5MHz以下
10MHzシステム: 10MHz以下
15MHzシステム: 15MHz以下
20MHzシステム: 20MHz以下

5MHzシステム: 5MHz以下
10MHzシステム: 10MHz以下
15MHzシステム: 15MHz以下
20MHzシステム: 20MHz以下

5MHzシステム: 5MHz以下
10MHzシステム: 10MHz以下
15MHzシステム: 15MHz以下
20MHzシステム: 20MHz以下
30MHzシステム: 30MHz以下
40MHzシステム: 40MHz以下

移動局
5MHzシステム: 5MHz以下
10MHzシステム: 10MHz以下
15MHzシステム: 15MHz以下
20MHzシステム: 20MHz以下

5MHzシステム: 5MHz以下
10MHzシステム: 10MHz以下
15MHzシステム: 15MHz以下
20MHzシステム: 20MHz以下

5MHzシステム: 5MHz以下
10MHzシステム: 10MHz以下
15MHzシステム: 15MHz以下
20MHzシステム: 20MHz以下
30MHzシステム: 30MHz以下
40MHzシステム: 40MHz以下



（参考）最大空中線電力及び空中線電力の許容偏差

14株式会社KDDI

LTE-A方式 (FDD) LTE-A方式 (TDD) 3GPP 5G NR仕様

基地局
最大空中線電力：規定無し

許容偏差：定格空中線電力の
± 2.7 dB以内

最大空中線電力：規定無し

許容偏差：定格空中線電力の
± 3.0 dB以内

Maximum Output Power and 
Tolerance
• ±2.7 dB (3.5GHz帯以外)
• ±3.0 dB (3.5GHz帯)

移動局

最大空中線電力：23dBm

許容偏差：定格空中線電力の
± 2.7 dB以内
※ 700MHz帯は+2.7dB/-4.2dB
以内

最大空中線電力：23dBm

許容偏差：定格空中線電力の
+3.0dB/-4.0dB以内
※空間多重方式の送信時は
+3.0dB/-5.0dB以内

Maximum Output Power and 
Tolerance
• 23 dBm ±2.7 dB (3.5GHz以外)
• 23 dBm ±3.0 dB (3.5GHz帯)



（参考）空中線絶対利得

15株式会社KDDI

LTE-A方式 (FDD) LTE-A方式 (TDD) 3GPP 5G NR仕様

基地局 規定しない 規定しない 仕様規定対象外

移動局 3dBi以下 3dBi以下 仕様規定対象外



（参考）送信オフ時電力

16株式会社KDDI

LTE-A方式 (FDD) LTE-A方式 (TDD) 3GPP 5G NR仕様

基地局 規定しない 規定しない

For carrier frequency f ≤ 3.0 GHz
 less than -83 dBm/MHz 

For carrier frequency 3.0 GHz < f 
≤ 6.0 GHz
 less than -82.5 dBm/MHz 

移動局



（参考）送信相互変調特性

17株式会社KDDI

LTE-A方式 (FDD) LTE-A方式 (TDD) 3GPP 5G NR仕様

基地局

加える不要波のレベルは送信波より30dB低いレ
ベルとする。また、不要波は変調妨害波
（5MHz幅）とし、送信波に対して5MHzシステ
ムにあっては±5MHz、±10MHz、±15MHz離
調、10MHzシステムにあっては±7.5MHz、
±12.5MHz、±17.5MHz離調、15MHzシステ
ムにあっては±10MHz、±15MHz、±20MHz離
調、20MHzシステムにあっては±12.5MHz、
±17.5MHz、±22.5MHz離調とする。
許容値は、隣接チャネル漏えい電力の許容値、
スペクトラムマスクの許容値及びスプリアス領域に
おける不要発射の強度の許容値とすること。

加える妨害波のレベルは送信波より30dB低いレ
ベルとする。また、妨害波は変調波（５MHz
幅）とし、搬送波の送信周波帯域の上端又は
下端から変調妨害波の中心周波数までの周波
数差を±2.5MHz、±7.5MHz、±12.5MHz離
調とする。許容値は、隣接チャネル漏えい電力の
許容値、スペクトラムマスクの許容値及びスプリア
ス領域における不要発射の強度の許容値とする
こと。

移動局 規定しない



DSS (Dynamic Spectrum Sharing) とは

18株式会社KDDI

4Gと5Gを同一帯域で共存させることで、周波数利用効率を向上



DSS (Dynamic Spectrum Sharing) について

19株式会社KDDI

 DSSにおいて、NRのwaveform技術はLTEのwaveformと同じものを利用するため、
隣接システムと共存できると考える
＜参考＞当社シミュレーションによるDSS運用時の信号波形の確認

青線：LTE単体で10MHz幅運用
黒線：LTEとNRで5MHz幅ずつの運用

（ NRが下側の5MHz、LTEが上側の5MHz ）
シミュレーション条件：
・LTEとNRともに15kHz subcarrier spacing

DSSにおける各種仕様は、LTE Advanced方式 (FDD/TDD)
の技術的条件を満足しており、新たな共用検討は不要と考えられる
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基地局種別に関する定期点検の課題

21株式会社KDDI

BS （参考）
周波数帯 Sub 6G（FR1） ミリ波（FR2） LTE

アンテナ種別 ノーマル アクティブ（Massive） アクティブ
（Massive） ノーマル

空中線端子有無 あり あり※ なし なし あり

技適測定法 従来どおり 従来どおり OTA OTA 従来どおり

基地局Type 1-C 1-H 1-O 2-O 1-C同様

アクティブ基地局には空中線端子が用意されない可能性があるため
定期点検方法や項目の省略について検討が必要

※出荷後は測定ポートが利用できない可能性が高い



周波数帯域幅に関する定期点検の課題

22株式会社KDDI

5G NRはLTEと比較してシステム帯域幅が広くなるため
登録点検が不要となる条件の緩和について検討が必要

LTE Sub 6G（FR1） ミリ波（FR2）
電力の規定 ポート毎 総和 総和

最大システム帯域幅 20MHz 100MHz 400MHz

登録点検不要な条件 ポート毎の値が
「1W/システム帯域幅」以下

総和の値が
「1W/システム帯域幅」以下

総和の値が
「1W/システム帯域幅」以下

LTEの登録点検不要
電力同等のNRの電力 - 5W/100MHz 20W/400MHz
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